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近年、空間的な電子スピンの振る舞いとしてスピン緩和を抑えスピンの秩序を永続的に保持で

きる半導体中の Persistent Spin Helix (PSH)状態[1]が注目されておりスピン長距離輸送への活用が期

待される。PSH 状態実現に向けてスピン軌道相互作用(SOI)を制御する必要がある。そこで、SOI

が存在する中での電子スピンの挙動を詳細に明らかにするため、高分解能の時空間分解測定は重

要な要素技術である。 

本研究では、対物レンズを用いた同軸系測定の際に信号に対する雑音になり得るポンプ光散乱

の除去に向け波長切り出し光学系を導入し、時空間スピンダイナミクス測定を試みた。波長切り

出し光学系は一対の回折格子、レンズから構成され、波長分散させた超短パルス光の波長選択を

行う。波長選択したポンプ光とプローブ光は波長切り出し系内の半波長板と系外の偏光ビームス

プリッターによって光路が分かれた後、再び対物レンズ内で重なり試料へと集光される。また検

出器前では干渉フィルタによりポンプ光成分が取り除かれ、検出器にはプローブ光のみが導入さ

れる。測定試料として InP 基板上に成長した In0.53Ga0.47As/In0.53Al0.47As 多重量子井戸(30 周期)を用

いた。InGaAs は励起波長が通信波長帯(1.5µm 帯)であるのに加えて、PSH 状態に向け有望な材料

である[2]。空間ダイナミクスを測定した結果を示す(Fig.2)。信号の空間分布から求めたスポットサ

イズ(空間分解能) は σspot = 2.15 [µm]であり、スピンとキャリアの拡散係数はそれぞれ Ds = 3.17 

[cm2/s], Dc = 149 [cm2/s]と求まった。 
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Fig.1 スピン時空間分解測定系 

Fig.2 空間分解測定結果 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)20p-D104-6 

© 2018年 応用物理学会 09-162 10.4

mailto:morita@chiba-u.jp

